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•
■
口
ッ
ク
は
、ノ
人.
の
知
る
如
く
>

デ
カ
ル
ト
の
木
有
觀
念.
の
學
說
と
鬪
爭
し
て.
こ
れ
を
克
服
し
、
，認
識
を
經
驗
に
還
元
し
た
形 

而
上.
學
的
感
覺
論
の
创
始
者
で
あ
る
と
と
も
に
、.
十
八
世
紀
フ.
テ.
ン
ス
唯
物
論_
の
先
行
#

で
も
あ.
る
9

彼
は
ま
た.
十
七

-|
1
1:
紀
の
イ
ギ
リ
.ス 

.
に
お
け
る
ホ
イ
ッ
グ
黨
の
大
哲
學
者
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
ば.
か
り
で
は
な
く
當
時
：ホ
イ
ッ
グ
黨.
の
，手
中
に.
あ.
つ
た
イ.
ン
グ
ラ
シ
ド
銀
行
の. 

大
株
主
で
あ
り
、
政
府
の
重
要
な
官
職
に
つ
い
て
い
て
、
そ
の
政
治
的
見
地
に
お
い
て_

由
主
義
者
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
經
濟
學
奢
と
し 

て.
の
ジ
ョ
ン
•

ロ
ッ
グ
は
、富
に
、關
す
る
學
說
に
お
い
て
は
マ
ー
力
ン.
チ
リ
ス
ト
に
腐
し
、.
そ
の
他
の
諸
叫
題
に
つ
い
て
は
そ
れ
の
拙
判
若

で

あ

つ

た

。

ロ

ッ

ク

が

經

濟

學

の

.

上
，に
如
何
に
大
き
念
影
響
を
與
ぇ
た
か
■

に
.

つ
い
.

て
は
、，.

マ
ル
ク
ス
が
次
_

の
よ
ぅ
に
適
.

切
へ
に
語
つ
て
い

.
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初
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
經
濟
學
渚
達
は
彼
等
：の
哲
學
者
と
し
て
の
ベ
’
！
コ
ン
お.
よ
び
ホ
ッ
プ
ス.
に
贊
I.-
J
し
た
が
、
後
に
は
 ̂

ッ
ク
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
イ
タ
リ
ー,
の
經
濟
學
の『

哲
學
苕』

そ
の
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の
と
な
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こ
の
反
對
運
節
は1K

 
ぅ 

I

も
な
く
ィ
ギ
リ
ス
經
濟
社
會
の.
ブ
ガ
，ジ？

ア.
的
發
展
糧
の
矛
盾
裏
現
す
f

の
に
ほ
か
な
ら.
な
い
が
、
ニ

ク

は
:
實
に
、「

あ 

ら.

I

1

S

裳

ブ

ル
•
ジ
，ァ

ジ
.-

.

を
、
部
ち
勞
働
笤
ど
» .-
救
恤
民
と
に
對
す
谷
產
業
家
を
、古
風
な
高
利
貸
に
對
す
る
商
業
家.
を
.國 

愤
所
S

に
對
I

翕
貴
族
を
代
表
し
"
ン
且8

の
，5

S

い
5

ル
ジ
：ョ
ァ
的
悟
性
を
人
間
の
標
準.
的
I

と
し
て
'論
證
し
さ
ぇ 

し
た
と
こ
ろ
の.」

.

人.
物
と
し
て
、， c

r

經
齋
學
批
判J

.

官
川
氏.
戴
九
手
® -
か
4

地
主
の
反
對
運
動
に.
'敢
然
と
批
判
の
双
を-
さ
V
W

け
た
■の 

で
あ
る
。
：
そ
ぅ
し
て
：な
か
ん
ず
く
そ
の
切
先
は
全
力
を
擧
げ
セ
利
子
を
非
難
し
て
笑 

い 

た
0

と
れ
ロ
ッ
グ.
を
し
ズ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
限
界
内
に
お
い
て
多
少
と
冬
科
學
的
な
理
論
を
展
開
せ
し
め
た
所
以
忆
炫
か
な
ら
な
い
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て.
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ッ
ク.
は
、
土
地
所
瘍
に
對
し
'、
、彼
等
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受
け
取
る
#

代
が.
、.

高
利
貸
の
受
け.
擎
る
利
子
：と
金
く
選
ス
と
こ
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ろ
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な
い
こ
と
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彼
！
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ば
、
地
代
も
利
子
も
、.
財
舞
'(

生
産.

>,

の.
不
平
等
漆
配
に.
-
る
■

③
つ
て
、
地
代
は
'p

土
地
の.
不
霉
な
分
配」

に
よ
つ
て 

.
利
子
は「

貨
幣
の
不
平
等
な
分
配J

:

に
よ
つ
て
、
：共
に
--
1
ー
人
0.
人
の
：勞
働
の
報
酬
で
あ
つ
た
と
ヒ
ろ
の
和
得
を
他
の
一
.
人
の
人
の
ホ
ダ 

'
タ
ト_
に
雙
ず」

.
も
の
で
あ
る
o 
A「

剩
餘
傾
俯
裂
說
史
^
^
'

卷
邦
課
マ..
ル•.
工
シ
‘
骓
笫
八
隹
四
一
茛)

ロ
ッ
ク
は
こ
^
よ
ぅ
に
地
代
と
禾
彳
と
を

.

.同

一

の.
根-
柢M

、

，卽
ち
剩
餘
级
働
に
還
元
す
衣
こ
寒
よ..
つ.
て
、...
地
*

の
肩
：子
に
肖
す
る
，非
難.
の
聲.
を
^

^

の.
■で
あ
f

 
.
.
こ
れ.
に
：よ
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街
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一
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ハ
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七
し
、.
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m

商
主
義
解
,^
别
に
お
け
る
科
學
的
*
銳
理
論
の
諸
肋
芬' 

‘ 

二
八'

A
t

八〕

. 

っ
て
彼
は
、
土
地
所
冇
のr

闪
部
に
隱
れ
た
る
性
質」

を
興
為
路
す
を
と
旧
盹
に
。
ッ
钱
木
の「

闪
部
に
隱
れ
た
る
性
賢」

:-
'
を
も
明
る
：み
比
出 

し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
，こ
こ
に
ぺ
テ
ィ
ー
よ
り
の
一
歩
前
趣
を
竭
め
ざ
る
を
得
な
い
0 

ロ
ッ
ク
が
、
た
i

え.1
-。

へ.
テ.Y

丨Q
"  

著
巧
と
衍
接
の
關
聯
を
も
つ
て
お
-!
}

、
I I
そ
れ
ら
の
上
に
遨
礎
を
^

つ
て
い
る」

と
し
て
も
、e

g

上
三
六
S

彼
ば
地
主
と.
の
：杭
爭
に
％.

。■:.
'■•

い
て
却
つ
乂
そ
：の
11
論
的
銳
利
さ
を
攒
し
^

の
：で_
あ
る
0. 

$
つ
と
も
々
.:
^
ク
れ.
は
^
誰

^

と
^

^
概
念
は
な
い
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运
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ば
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张
產
様
式
に
野
應
す
る
形
態
入
剩
餘
偎.

.'¥
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に
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い
て
，で
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な
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、..
そ
れ
が.「

文
明」
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a

士
^
6

の
寶
努
働
の.
本
質
{<
っ̂

て
'.特
^

論
じ
：で
は
い 

常
^
絕
身 

主
a

の
物
質
的
恶
礎
で
あ
っ
た
封
建
的
土
地
所
有
^
輯

-'
b,

て
”著
し
:<
闘

爭

的

で

あ

っ

：
た

：
第
一
一

j

階
級.
1の
背
後
：に
、：：

な
和
第
四
階
級
が
潜
ん
で

ヤ
い
た
と
：い
う
歷
臾
的
#
情
を
反
映
しK

、

W.
ッ
：ク
が
ブ
>p
ジ_

，
ア
ジ
：1

の
立
鍉
に
立
'.
つ.
，こ.
と
；
.
に
：よ
'つ.
て.
プ.
.
ロ
，
：レ

タ

リ

で

の

氏

態
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擧
的
賃
銀
理
論
の
萠
进
を
示
し.
て.
い.
る
こ
^
妓
、.
：注
目
§
れ.
な
:0-
;
れ
ば
：な
ら
な
>
。
そ
^

し
て
そ
れ.
は
特
X
租
视 

(D.
問
題
'を
め
ぐ
つ..
て
爲
さ
れ
て
い
る
■の
：で.
あ.
る
，0
:
.

へ
.

,
■ 

:
■

:

.

.

'

:

•

へ
.そ
の
興
地
生
と
ブ

ルジ

ョ
ゲ
ジ
ー
と
の
抗
爭
は
租
税
政
策
に
お
い
て
示
名
れ
，
ブ
ル
ジ
ョ
：.ア
ジ
：1

の
代
表
翁
は
、.
腐
業
、
，
.H

#

お
よ
び 

'
農
業
翁
^

の
求
喪
；7
1\
^
を
^

^
し
て
、
地
租
に
重
き
を
お
い.
た
租
税
體
系.
を
1?
護
し
よ
う
と
試
’み
'て
い.
た
0 

■ロ
.
.
ッ
ク.
は
實
,
こ
の
よ
う
な
パ

.
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ソ
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彼
放
そ
匕
で
、
地.
^
の.
地
租
：反
對
運
動
が
無
效
に
終
る
ベ
き 

と
と
を
說
得
せ
ん
が
/c
め
に
ノ
租
税
が
如
何.
に
工
夫.
さ.
れ
又
直
接
何
人.
の
'手

か

ら

徵

收

含

れ

る

と

し

て
_

も
、
を
の
大
資̂

が
七
也
に
存
す

る
阈
家
I

V

て.
は
、.
結
局
大
部
分.
：が
土.
地

所

有

，翁

に

歸

U

て
^

が

令
 

そ

じ

て

彼

：は
'「

地
«.

が
そ
の_
 

だ
け
明
白
：に
地
主.
の
ふ
：I

ろ
か
ら
直
接
支
拂
わ
れ
る
た
め
化
、■
何
よ..

i
先

ず

地

、蕾

と

つ

て

.
は
苦
痛
^

の
密
痛
を
免
れH

う
と
し
て
粗
稅
を
商
品
：の
上
に
課
せ
'.し
|

|

ば
'
'

|

ぇ
租
税.
を
蔭
支
拂
わ
$

も
、
却
9'
て
戸
宋
に
は
ふ
と
>
し
ろ
'楚
さ
び
-L
く
な
つ
て
い.
る
こ
と
に
氣
づ)

ぐ
で
あ
，ろ
う
六
い
う
'こ
，
.
と
を
說
£
\
せ
ん
と
く
わ
だ
て
た
そ
と

で
國
費
を
三
苜
興
と
假
觉
し
て.
、.
次

の

如

べ

論

ず

る

。

郎
ち
、

ひ

*'
.
'
.
：
 

• 

•

.

,
 

.

.
■「

こ
0_

三
百
萬.
を
商
品
に
課
し
て
、'
そ
れ
だ
け.
の
金
額
を
阈
庫
に
納
め
袭
は
、.
國

民
-0
ポ
ケ
ッ
ト
の
坪
か
ら
ニ
^

_
收
さ
れ
ね
ボ
な
ら
%

い
0
.'何
故
な
ら
ヒ
の
糧
-0
瓶
税
は
、
'取
引.
を
い
ち
^
.̂

細
‘か
く
監
視
す
る.
た
め
、
莫
大
な
徵
收
費
な
し
に

は̂

人
が 

こ
れ
を
取
り
立
て
る
こ.
と
が
で.
き
な
い
し
、
特
に
渐
淨
の
役
人
で
ば
で
き
な
，い
か
ら
で
あ.
る
0.
じ

.^
し

た

と

ぇ

地

租

と

厉

標

に

赞

收

费

ヵ
 

か

ず

、、支挪
わ
れ

る
： .

香

■

け

で

あ..る

：と

し

て

ぢ

.

を

商

品

：客 

商
CUI
J
Q;
價

格

が

梢

费
:#
に

彩 

し
■四

分.
の

：

が

た

引

き

；
上
f

れ
ね
ば
な
I

.
い
と
|

明
か
で
あ
が
。
從
づ
て
：I

ゆ.
る
品
物
は
"
そ
れ
を
使
用
す
る
も
の
に
と
つ
て 

四
分
の 

一̂

け
高
く
な
け
れ
'ば
な
.

ら
な
い
，，こ.
と
：に
な
'る
：
。

さ
.
あ

こ
(0
#!
分
め
一
を..結.
周
難
が
支
糾
^
ね.
ば
な
ら
な
い
.ヵ
ノ
そ
2

は
ど
こ
へ 
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伐
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營
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ら
れ
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右
に
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い
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霞
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狀

態
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手
か
■
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へ
の
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■

を
す
る
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1

も
の
と
し
.

て
特
徵
づ
.

け
、.

明

か

に

素

扑

な

.生

存

費

說

的

な
 

t n
m

想
を
展
開
し
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で
：い
る
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こ
'

の'

點
は
他
の
箇
所
に
も
認
め
ら
れ
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即
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彼
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か
ら
、：ンそ
の
彼
等
の
階
級
^

_

分
の
，
 

思
想
を
ヨ
リ
：以
卜
H

向
上
さ.
せ
た
P

、
，
角

分

；

_
の
分
け
前
め
た
め
に
富
渚
と_

爭
し
た
り
す
る
餘
裕
^

機
會
名
與
え
ら
れ
な
い
。.
た
V

廣
く

ゆ
き
わ
た
つ
た
烈
し
い
窮
廹
が
、
彼
等
を
.

團
恭
さ
せ
て
.

普
く
藜
動
を
起
さ
せ
、
：後
先
を
か
.

え
り
み
ず
、
大
瞻
に
武
力
を
以
て
彼
等
り
欲
望
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へ
の
血
路
を
開
か
し
め
^
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ぅ
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あ
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だ
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要
す
る
に
ロ
ッ
ク
は
賃
銀
に
つ
い
て
さ
き
の.
ベ
テ
ィ.
1
と
同
樣
の
立
« '
に
立
つ
て
い
る
。
し
か
も.
そ
れ.
ば
か
り
で
は
：な
く
、
彼
は
ぺ 
'テ 

ィ.
1
と
は
異
り
、.
法
律
的
規
制
を
離
れ
て.rM

然
的
賃
銀」

を「

必
要
な
生
活
*

料」
_
に
_還
元
':
1.

て.
い
る
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こ
の
こ
と
は
歷
臾
的
に
何
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映
し
て
い
る
か
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そ
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は
；
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來
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的
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制
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國
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內
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的
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制
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れ
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蓄
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篇
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释
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册
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〇
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と
平
ば

.
れ
て.
^
る
：人
で.
あ-
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が
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|

^
銀.
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對
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：5:
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^
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が
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，
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代
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:抑
上+

八.
批
紀-
£
ほ
' 
い.
つ
て
、か
ら
そ
の
中
葉
に
，至

る

衆

で

イ

ギ

リ

ス

に

*

い
て
貸
銀
が
昂
騰
し
た
と
と
は
、
八
の
知
、る
と
こ
ろ
で
あ 

る
:0
け

た

し

、
資

木

の

鞲

.成

H

變

化

が

な

い

が
、
' 
も
し
く
は
.少

な

い

限

，勞

働

に

對

す

る

.需
耍
お
よ
：、び
勞
働
著
の

.
生
活
維
持
装
金
は
、
 

。明
か£

資
本
の.
增
大
に
1_比

例

し

て

增

加

す

る

の

で

あ

つ

て
、
資
本
が
急
速
.に
增
大
ず
仏
ば
^

る
ほ
ど
s.
.
ま..
す
^
-
.

急
速
：に
增
加
す
る
の 

.
で
: '
'

勞
働
に
對
す
る.
■
要
が
そ
の
■供

給

食

超

過

じ

、
そ
の
結
艰
賃
銀
：が

昂

騰

す

名

_
よ
ぅ
な.
時
期
が_
到
* -
す
る
と
：と
が
あ
'
り
ぅ
る__
が
ら
で
.あ 

.
る
。-.
そ
し
て.
こ
の-.
よ
ぅ.
な
時
期.
が
到
來
す
，
る
i

き
に
は
、
い
つ
も
賃
銀
^

騰.
に
對
す
る.
怨
嗟
の
'
聲
が.
聞
か
れ
る
の
^

あ
る
が
、
イ
ギ
リ
：ス 

に

お

い

て

も

と

の

十

八

批

紀

の

前

^
期

を

通

じ

ヤ

、

#
て

の

十

五

.1
0:
_紀

に

お

け

る

'
と

同

：樣

に

、
：苦

愦

が

吐

露

さ

れ

た

の
で

あ

る
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ハ
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ド
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シ
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ヴ

ィ
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禮
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辭
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革
；：
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れ
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で

あ
 

る
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中

で

率
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て
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^

財

が
- ^
分
に
保
護
さ
れ
て
ぃ
'^
1^
で
は

.,-
>
費
民
な
レ
^:.
坐
活
す
る_

-<
3:
り.
も
貨
糌
な
し.
に
生
活
す
る
方.
が
容
易
で
ぁ
る.
ぅ
0.

丨
：
|

^

'
働
者
は
飢
餓
か
ら
保
護
さ
る
べ.
き
で.
あ
^

と
同
様
に
、
尥
蓄
に
値
す
る
も
の
は
何
も
與
え
、ら
る.
べ
き
で
は
な
い
。
，…

…

勞
働
者
を
勤
勉
な 

ら
し
め
る
唯
一
の
も
の
は
適
度
な
勞
賃
で
あ
る
。
過
小
な
勞
賃
は
、._
氣
質
の
如
何
に
よ
つ
て
は
、
彼
を
し
て
意
氣
il
l

喪
さ
せ
た
り
、
臭
 

回
棄
に
陷
ら
せ
た
り
す
る
が
、
過
大
な
勞
賃
は.
ま
た
橫
着
で
怠
慢
な
ら
し
^

る.
。…

…

社
會
を
幸
福.
な
ら
し
I
め
、
人
民
を
み
じ
め
な
狀
態 

に
お
い
：て
す
ら
滿
足
さ
せ
、る
た
め
に
は
、
大
多
數
者
が
何
時
ま
で
も
無
智
で
あ.
る
と
共
に
貧
乏
で
あ
る
と
古
を
要
す
る
。
ハ「
資
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褐
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。
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右
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働
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す
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狀
態
か
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解
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な
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賃
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美
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ラ
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す
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.
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炬
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狀
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懷
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.
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.
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.
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狹
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述
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が
、「

赞
段
な
し
に
生
活
す

る
ょ

リ
も
貨
翁
な
し
に
生
活
す
る
方
が
容
晶
で
あ
ろ
ぅ
O

J

と 

し
て
_ r

贫
民
興
能
論」
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'

唱
え
た
の
に
反
.

し
セ
、
贫
民
：の
窮
乏
生
活
を
不
^ ;

现
な
.

り
- >
.

し
.

て
、、.

そ
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の
著
書
の
題
名「

貨
齡
は
何
斯
に
も
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通
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释
能
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を
既
印
し
て
V

る
の
で
あ
る
が
し

力 

も
，

'

と
い
ラ
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.

^

を
繰
返
し
、
勞
働
貧
民
■
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•

生
活
水
-

を
興
え
.&
.
れ
た
る
太
き
さ
と
し
て
受
け
と
つ

て

い

た
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诉
謂
.「

ふ
洛
的
慾
M

J

の
範
園
は
、.

そ
ー
の
充
足
の
壮
方
と
同
じ
ょ
;5
に
、

.
：

そ
れ
串
身

.
j

の
：
歷

臾

的

産

物

で

.

は
あ
る
が
、
第1

ー
の
向
然
と
な 

る
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
り
、

一
定
.

の
國

H

と
つ
て
は
、
-
一
 

觉
の
時
代
<

は
、.「

必
耍
'

な
.

生
潘
資
料」
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の
平
均
^
範
園
が
與
え
ら
れ
て
い
る 
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资
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論」

笫
|

卷
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笫.ニ
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册
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^ 1
贸
、
同
笫
ー
ー
一
卷
下
高
畠

_

三
九
五.
员〕

ヴ
.

ァ
ン
ダ
ー
リ
ン
ト
は
、

;

既
に
と
の
ヒ
と
ヒ
ー
素
ネ
に
で
は
あ
る
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'

が
、
1£
'

.

當
に
意
識
し
.

て
い
た
：の
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で
.

あ

る
.6
.
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'
.
ノ
 

'

だ
が
そ
の
後「

必
耍
な
.

生
活
資
料」

：と
：い
ぅ
概
念
に
.

つ
い
て
3'
'

リ
深
典
な
理
解
を
示
し
た
の
は
>

.

.が
の
マ
ー
力
ン
チ
リ
；ス
ト
の
殿
將
に 
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ノ
て
、
マ
ル
ダ
ス
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が
マ
1
カ
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ィ
リ
ズ
ム
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合
理
的
表
現
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；(「
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餘
俏
# :

震

史
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浓
一
卷
み
ル
i

レ
全
集
依
八
卷
沉
六
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と
稱
し
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と
こ
ろ
の
ジ
r

ム
ス
•

，
ス
テ
ユ
ア
1
ト
で
I

?

彼

塞

活

資

料

の

最

低

限
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を

「

議

的

に
I

な
最
低
限」

と

T

政
治
的
に
I
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a

低
限」

'

と
に
分
か
つ
'

て
.

い
る
。

こ
の
.r

政
治
的
に
必
.

1

最
低
限」

.

と

は

、
，
今

ロ

の

言

_

を
以
て
す
.

れ
ば
、
.文
化
的
最
低
限
に
相
常
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名
も
の
で
あ
り
、

ー
隞
の
_

文
化
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段
階
に
侬
杯
す
る
と
こ
ろ
0

「

必
然
的
欲
镇」

の
範
调
^
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ゎ
る
も
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ぁ
ろ
ぅ
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つ
て
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ァ

I
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ょ
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量
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；テ
，
.ユ
T
.1

ト
は
'、
氣
の
法
則
を
表
式
化
す
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す
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れ
る
か
を
示
さ
ん
力

A

' 

一
め
に
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の
故
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し
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、.
外M

S
Q

於
蔭
で
靈
す
る
と
i
.

の

隱

爲

い

て

は

、
■

霞

が

竞

(

そ
の
所
得
を)

蓬

M

塗

物

げ

y

ま
で
篇
出
の
各
部
門
に
お
い
て
馨
が
獎_

さ
れ.
ね
ば
な
ら
故
い
。」.
：

(

ヲ
丨
ゼ
ン.
ベ
ル
ク
前
抱
■

一
無
5

と
I

す
べ
I

は

..ス
テ
ユ.
ア
1

ト
が
I

で
質
銀
を
.注
理
的
鑛
限
に
4.

1
1
い
T>
i

家

こ

と

を

、「

狹
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の
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樹
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銀
现
藝
が
築
か
る
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最
初
：の
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：

を
探
求
し
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來
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见
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丨
.力
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム.
の
解
體
に
歸
着
す
べ
き
現
實
の
矛
质
展
開
を
通
。じ
て
、'
各
論
窗
つ
い
て
._

ー̂

し
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必
要
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資
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概
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け
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概
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な
最
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低
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塵
元
す
る_

論
が
、
後
>c

、
イ
U

 

I

 
主
®

I

則
に
お
け
る
科
舉
的
質 
I

f

 
諸
f

才 

-



m

商
虫
義
解
體
划
に
お
け
る
科
^

的
質
饭-
观
論
の
1

朋
芬 

ー5

ハ

a

 

0六
：}

濟
珙
に
お
い
て
、
ス
ミ
ス
を
經
て
リ
カ
ア
ド
'に
：全
り
、
化
存
、費
說
と
し
て
定
喊
化
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
理
論
が
納
.6

マ
ル 

ク
ス
、

H

ン
ゲ
ル
ス
に
よ
つ
て
拙
判
的
に
受
け
繼
が
れ
、

「

勞
働
力
のc

然
偎
格
郎
ち
正
常
僧
格
は
、
®
:貸
の
最
泜
跟
即
ち
勞
働
#
の
生 

在
と
繁
_

と
に
'絕
對
に
如I

ス
わ
必
か
免
沙
の
：
等

顧

0

=發
働
カ
'の
愤
値
丨
锥
恶
附
ぎ
と
' 1

致
す
る
。」

■，
ハ

E
n
g
e
l
s
,

 

M
a
r
x
w
d
a
s
.

 

E
i
e
n
d

 d
e
r

p

f

 
1

^

2

4

1

害

S

I

:

マ
ル‘
5
 
1

$

一
霊
ぼ
，‘

醫震艺

丨
ル
が
マ
ル
ク

'ス
、

エ
ン
'ダ
ル
ス
か
ら
取
つ
セ
、
所
謂r

賃
銀
鐵
則」

-
と
し
て
方
式
化
し
た.
の
で
あ
る.
が
、
；：マ
ル
ク
X

、:-
H

ン
ゲ
ル

'

 

ス
は 

在
の
命
題
に
の
み.
V

つ
ま
で
も
停
滞
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ボ
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れ
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偎
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華
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取
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収
扱
っ
て
ぃ
る」
^

袞
ゎ
れ
.

る
所
以
.

は
样
か
で
も
な
い
,
と

-

の
命
題
に
從
っ
て
、
勞

働

力

の

、
傾

値

で

表

，
現

さ

れ

て

い

る

-
と
こ
ろ
の.p

必
要
1な
生
活
資
料」

.
の
價
値
q

資
本
論

」
笫
一
.
卷
前
揭
譯
笫
二
分
册 

五
八
5

に
努
働
カ
の
侦
格
が
'1

致
す
る
と
い
ぅ
假
宠
か
ら.
出
發
す
る
，こ
と
が
、
商
：
流
通.
の
，ー.般.
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.
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右
の
'假
觉
か
ら
出
發
し
て
、,:
剩
餘
偎
値
抓
偶
然
的
な
利
得
で
は-
な
く
、
熒
働
力
の
僧
値
が
完
金
に
支
拂 

わ
れ
る.
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れ
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述
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す
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蓄
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